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漢字の読み書き調査の調査方法
一調査問題の作成方法の検討を中心に一
頭　村　直　己
1．　はじめに
　国立国語研究所言語教育研究部では，昭和57年度から3年計画で，文部省
科学研究費補助金特定研究（1｝「常用漢字の学習段階配当のための基礎的研究」
（代表　村石照三）の一部として，漢字の読み書き調査を行っている1）。こ
の調査は，学習指導要領に示された小学校配当漢字のすべて，およびそれ以
外の常用漢字の一部について，児童・生徒の習得状況を，個々の音訓ごとに
．読み書きともに明らかにすることを目的とするものである。本稿は，この読
み書き調査の準備の一つとして，調査闇題の作成方法を検討するために行っ
た基礎調査の報告である。
2．　調査の醤的
　漢字の読み書き調査において，嗣じ音訓であっても，調査問題の作成方法
のちがいによって，調査結果（調査問題の正答率）にちがいがでてくること
が，これまでにいくつかi臨摘されている2）。個々の音訓について，読みと書
ぎ（書き取り）の調査問題を作成し，児童・生徒に対して調査を実施して，
その調査結果から，個々の音訓について児童・生徒の習得度を比較すること
ができるようにするためには，一つの条件として，どの音訓についても岡じ
方法で調査問題を作成することが必要である。ここで報告する基礎調査で
．は，調査問題の作成方法のちがいが，調査結果にどの程度影響を及ぼすのか
を調べることを欝的とした。ただし，本調査となる二三の読み書き調査が，
集団テスト方式によるペーパーテストを予定していたため，上の影響を兇よ
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うとした調査問題の作成方法のちがいにのことを以下「要因」と呼ぶ）を．
ひとまずつぎの三つ取り上げることにした。
　①文脈の有無（読み書きともに）
　②提唱語彙の難易（読み書きともに）
　③提出語彙の表記のちがい（読みのみ）
これらについては，4の調査の結果のところで具体的に説明する。
3．　調査の方法
　　（1）　調査対象
　秋田県・埼玉県・奈良県下の小学校各県3校計9校の小学校3年生約1，600・
人。（本稿の最後に調査校を一覧する。）
　　（2）　調査の材料
　小2配当漢字・小3配当漢字各20字計40字。ただし，要因を組み合わせて
調査問題を作成する都合上，音読みの場合だけを調べることにした。また，
提出語彙はすべて二字漢語とした。
　　（3）調査の手続き
　調査学級ごとに集団テスト方式によって行った。テスター一・・e3，各学紙の担．
任教師である。
　読みの場合と書きの場合とを分け，要因を組み合わせて調査問題を作成
し，それを12種類の調査用緯こ分けて印捌した。その12種類の調査用紙各一・
枚を一組にして，その中をランダムに排列し，教室での座席の順に児童に配．
付して，調査結果に男女差・学校差などが生じないように配慮した。調査思
紙一種類あたりの児童数は130～140人である。
　　（4）講査隠期
　ff召和57年3月申旬。
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　4．　調査の結果
　　（1）　読みの場合
　調査した要因と設定した水準を，つぎのように記号であらわす。
　A．文脈の膚無3）（制御因子）
　　A、．文脈なし
　　A£．文蘇あり
　A、の「文脈なし」は，調査漢字を単語のみで提出した場合であり，そして
A，の「文脈あり」は，単語に文脈をつけて提出した場合である。たとえば，
　　　　　　　　　　　　うんくう　　　　　しゅつくう働（ドウ）4）」のときには，「運動」や「出動」がA、の「文脈なし」にあた
　　　　うんく　　　　ラ　　　　　　　　　　　　　しゅつくうあさり，「朝の運動」や「パトカーの出動JhX　A，の「文脈あり」にあたる。
　B．提出語彙の難易（二二霞子）
　　Bs．やさしい語
　　B2．むずかしい語
　調査対象の児童にとって，どのような語がやさしくて，どのような語がむ
ずかしいのかということが分からないため，操作的に，阪本一郎氏の「教育
基本語彙」（牧書店，1958年）の申のA段階の語（小学校低学年段階の語）
をB、の「やさしい語」とし，C段階の語（中学校段階の語）をB・の「むず
かしい語」とした。
　C．提出語彙の表記のちがい（髄御因子）
　　C三．漢字表記
　　C2，交ぜ書き表記
　　　　　　　　　　　　うんくう　Bエの「漢字表記」は，「運動」のように，提出語彙金体を漢字で書き表し
　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　）
た場合であり，C，の「交ぜ書き表記」は，「うん動」のように，読みを記入
させる部分のみを漢字で書き表した場合である。
　R．漢字（ブロック因子）
　　R1。動（ドウ）
　　R，．船（セン）
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　　R39。’体（タイ）
　　R、。．度（ド）
　この調査は，A，　B，　Cの各要因の効果を見ることが罠的であるので，漢
字（漢字の音副i）によるそれらの効果のちがいを取り除くために，Rの「漢
字」はブロック因子とした。したがって，調査の結果を述べるにあたって，
特に触れ，ることはし，ない。
　A，B，　Cの各水準を組み合わせて作成した調査問題を，　R，の「動（ド
ウ）」を例にしてつぎに示す。（原文は縦書き。）
　　　　　　うんくう　A王B、C、：運動
　　　　　　　くう　A，B，　C2：うん動
　　　　　　しゅつくう　AIB2　C，：畠動
　　　　　　　　くう　AxB2　C，：しゅつ動
　　　　　　あさ　　うんくう　A2　Bエ　C、：朝の運動
　　　　　　あさ　　　　　くう　A2　B，　C2：朝のうん動
　　　　　　　　　　　しウつくラ　A2　B，　C、：バトカ・一一・の出動
　　　　　　　　　　　　　くう　A2　B2　C，：パトカーのしゅつ動
（本稿の最後に，漢字ごとに，提出語彙と文脈を一覧する。）
　A，B，　C，　Rの各水準の組み合わせごとに作成した調査問題の調査結果
　（正答率）を表1に示す。
　A，B，　Cのそれぞれ設定した水準のちがいを，要因ごとに概略的に見る
ことにする。たとえぼ，要因Aについてな：らば，全体（2×2×2×40個）を水
準A、に属すものと，水準A，に属すものとに二分し，それぞれの平均正答
率を求める。B，　Cについても同様な計算を行う。そうすると，
　A，一75．7％，A2－78．8％　・・〉　A，＜A2
　B1－89．6％，　B2－64．9％　　⇒B、＞B2
　C，一79．8％，　C．．一74．7％　　　・⇒C1＞C2
というようになる。概略的にはこのようになるが，このような分析方法は，
　　　　　　　　　　　　　　　　130
表1読みの結果 （％）
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つぎの三つの点で不十分である。
　①調査した標本（児童）についてのみ比較しているにすぎない。
　②A，B，　Cの要因間の交互作用を無視している。
　③比（正答率）から単純に算術平均を求めている。つまり，たとえぽ90％
　　台の1％も50％台の1％も同じ大きさとして扱っている。
　そこで，個々の正答率を角変饗）したのち，要因A，B，　Cを制御因子と
し，要因Rをブロック因子とした三因子乱塊法の構造模型による分散分析を
行う6）。表2に，この方法による計算の結果を示す。（ただし，表2の分散分
析表の値は，正答率の角変換値を100倍して得られた値である。つぎの図1
では100倍していない。）また，図1に，A，　B，　Cの各水準の組み合わせ』
ごとに，正答率の角変換値から求めた平均値によって，それらの組み合わせ
間のちがいを承す。
　　　　　　　　　　　　表2分散分析表（読み）
．? 跡明笛評均伽｝・値
　　R
　　A
　　B
　　C
　AXB
　BxC
　CxAAXBXC
誤　　　差
147341．　01
　1651．99
95030．　77
　3277．　75
　121．　60
　　81．　13
　　4．　30
　43．　79
291el．　13
39
　i
　l
　l
　1
　1
　1
　2
273
3777．　97
1651．　・99
95030．　77
3277．　75
　121．　60
　81．　13
　　4．　3e
　43．　79
　106．　60
35．　44rk・　＊’
15．　50ik・　；ts
891．　49＊J　＊
3e．　75＊＊
　1．　14
　0．　76
　e．　04
　0．　41
計 276653．　47 3i9　i 1
　なお，全体をAヱに属すものとA2に属すものとに二分し，正答率の角変
換値によってそれぞれの平均を求め，そして，B，　Cについても同様の計算
をすると，つぎのようになる。
　A，一Me2，　A，一U47　＝＞A，〈A，
　B，一1．292，　B，一〇．953　＝＞B，＞B，
　C，一1．157，　C，一1．093　［＃＞Ci＞C，
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図1水準の組み合わせ間の差（読み）
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文賑なし 文脈あり 文脈なし ：文脈あウ
　分散分析の結果，A，　B，　Cの主効果は，それぞれ1％の水準で有意差が
認められた。しかし，A，　B，　C閥の交互作用は，いずれも有意差が認めら
れなかった。
　以上のことから，つぎのようにまとめることができよう。
　①「文脈の有無」（要因A）に関して，「文脈あり」（水準A2）のほうが
　　「文脈なし」（水準Aユ）よりも正答率が高い。
　②「提幽語彙の難易」（要因B）に関して，「やさしい語」（水準Bエ）のほ
　　うが「むずかしい語」（水準B，）よりも正答率が高い。
　③「提出語彙の表記のちがい」（要因C）に関して，「漢字表記」（水準C、）
　　のほうが「交ぜ書き表記」（水準C，）よりも正答率が高い。
　④要因間の交互作用が認められなかったことから，要因A，B，　Cの効果
　　はそれぞれ独立である。
　なお，角変換値による，A，　B，　Cの各水準の組み合わせごとの平均値を
大きい順に並べるとつぎのようになる。
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会：1：：：二｝：1；罰
　　　　　　　　　ミA、B、C、一1．292一ヅ
　A，B，C2　一1．244二
　A，B2C、一1．　001二
　　　　　　　　　｛
　A，B2CエーO．978
A、B，C，一α937」
　A，B2C，一〇．894
（t検定の結果，コのところでは1％水準で，警のところでは5％水準で
有意差が認められた。）
　（2）　盤きの場合
　読みの場合と同じように，調査した要因と設定した水準を，つぎのように
記愚で表す。
　A。文脈の有無（綱御因子）
　　A，．文脈なし
　　A，。文脈あり
　B，提：出語彙の難易（制御因子）
　　B，．やさしい語l
　　B2，むずかしい語
　R．漢字（ブロック因子）
　　R1．動（ドウ）
　　R2．胎（セン）
　　R3g，体（タイ）
　　R40．度　（ド）
　A，B，　Rそれぞれの要函の内容については，読みの場合と同じである。
また，材料とした漢字，提出語彙，文脈についても，読みの場合と局じであ．
る。R、の「動（ドウ）：を例にして，　A，　Bの各水準の組み合わせごとに作tt
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成した調査問題を示す。（原文は縦書き。）
　　　　うんどう　AエB、：運□
　　　　しゅつどう　A、B2：出□
　　　　あさ　　うんどう　A2　B、：朝の運□
　　　　　　　　　しゅつどう　A，　B，：パトカーのiil　D
　書きの場合の調査結果を表3に回す。なお，A、B，Ri2（「文脈なし」「むず
かしい語」「用（ヨウ）」）は，実際には，印尉の誤りのため集計から削除し
た。しかし，表に，括弧をつけて，ほかの値の角変換値から推定した値に対
応する蝕分率を記入した7）。
　読みの場合と同じように，正答率を角変換したのち，A，　Bを制御因子と
し，Rをブロック因子とした二因子乱塊法の溝造模型による分散分析を行
う。その結果を表4に示す。（読みと同じく，角変換値を100倍して得られた
ものである。図2では100倍していない。）また，角変換値：によるA，Bの各
水準の組み合わせごとの平均値のちがいを図2に示す。
表4分散分析表（固き）
要
? 平肺塵度平均平方和 F　　催
　R
　A
　BAxB
誤　差
74541．　88
　2e9．　76
54493．　92
　2．　26
18264．　48
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　i
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　157．　45
12．　i4＊＊
　1．　33
346．　le＊＊
　o．　ez
」??
147512．　30
igl，；1
　二値となったA、B2Ri2の値を推定値によって代用し，全体をA，に属す
ものとA、に属すものとに二分し，それぞれの正答率の角変換値による平均
値を求める。Bについても嗣様の計算を行う。そうすると，
　A，一〇．866，　A，一〇．889　＝＞A，〈A，
　B，一1．062，　B，一〇．693　［＞B，＞B，
　分散分析の結果，Bの主効果については1％oの水準で有意差が認められ
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図2水準の組み合わせ間の差（盤き）
やさしい藩
訟ずかしい籍
工。052　　　　　　　　　　遷“G72
　　　　e．70r，o．cvso
文臓なし 文賑あり
た。しかし，Aの主効果については有意差が認められなかった。また，　Aと
Bの交互作用も有意差が認められなかった。なお，交互作用項を誤差項にプ
ールしたのち再度検定しても，結果は同じであった。
　以上のことから，つぎのようにまとめることができよう。
　①「文脈の有無」（要因A）に関して，「文脈なし」（水準A、）と「文脈あ
　　り」（水準A2）とでは正答率の大きさにはっきりとしたちがいが認めら
　　れない。
　②「提出語彙の難易」（要因B）に関して，「やさしい語」（水準B、）のほ
　　うが「むずかしい語」（水準B2）よりも正答率が高い。
　読みの場合と同じように，正答率の角変換値による平均値によって，A，
Bの各水準の組み合わせを大きい順に並べるとつぎのようになる。
　A，B，一1．　072
諺1：lz：］
　A，B，一〇．　680
（t検定の結果，＝iのところで1％水準で有意差が認められた。）
　5．　調査のまとめと考察
　調査の結果をもう一度要因男ilにまとめ，それに若干の考察を加えることに
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する。
　①読みの場合，文脈の有無によって疋答率に差が認められた。〈「文脈あ
　　り」〉「文脈なし」）これは，文脈をつけることによって，提出語彙の類
　　推がしゃすくなるためであると考えられる。たとえぽ，「動」という漢
　　　　　　　　　　　うんく　ラ　　　　　いタつく　ラ　　　　 　 　　　　　　　　　　　　　　あさ　　うん　　字の読みについて，「運動や「出動」とだけ提出するよりも，嘲の運
　　く　ラ　　　　　　　　　　　　　　しゅつく　ラ
　　動」や「パトカーの出動と提畠するほうが，提出語彙がどのような
　　語であるかを推定する上で多くの情報が与えられており，その結果，正
　　しい読みを与えやすくなるのだと思われる。
　　　これに対し，書きの場合では，文脈の有無によって正答率にはっきり
　　とした差が認められなかった。文脈をつけることによって，提串語彙の
　　意味理解がしゃすくなることは確かである。しかし，書きのテストで正
　　答を得るためには，提出語彙の漢字で書くことを要求された部分を，ど
　　のような漢字で書くべきかということを知っていることが，なによりも
　　　　　　　　　　　　　　うんどう　　必要とされる。たとえば，「運口」という問題ならば，「どう」の部分は
　　「動」という漢字を書く，ということを知っていることがなによりも必
　　要なことである。そのため，提幽語彙に文脈をつけた効果が認められな
　　かったのではないかと思われる。（ただし，この調査では，同音語のあ
　　る提出語彙は努めて除くようにした。）
　②読みの場合でも書きの場合でも，提出語彙の難易が大きな要因となって
　　いる。（「やさしい語」〉「むずかしい語」）
　　　この調査では，操作的に，阪本一郎氏の「教育基本語彙」のA毅階の
　　語をやさしい語とし，C段階の語をむずかしい語としただけで，語の難
　　易についての意味づけを行わなかった。しかし，やさしい語を児童の書
　　語生活の中でよく用いられる語と考えるならぽ，上の結果は当然と言え
　　よう。読みの場合，文字（漢字）を読んで，どのような語であるかを確
　　定することが，その簡略なプμセスであると考え．られる。そして，書き
　　の場合では，語を確定して，それを：文字（漢字）で書き表すことが，そ
　　の簡略なプロセスであると考えられる。したがって，児童がよく用いて
　　　　　　　　　　　　　　　　139
　いる語であれば，そのようなプロセスを経るのに必要な情報が多く得ら
　れることが期待されよう。
③読みの場合，提出語彙の表記のちがいによって正答率に差が認められ
　た。（「漢字表記」〉「交ぜ書き表記」）
　　この調査の提出語彙は漢語である。成人社会では，漢語は漢字で書き
　表されることが普通なため，交ぜ書き表記は読みにくいと霊われる。児
　童の場合もはたしてこれと同じ理由によるのか不明であるが，小学校の
　教科書には漢語の交ぜ書き表記が多いことを考えると，この結果はきわ
　めて興味深い。’
6．　おわりに
　この調査は，小学校3年生を対象に行ったものである。小学校高学年の児
童を対象にした場合でも，はたしてこれと同じ結果を得ることができるかど
うか，これからの検討が必要とされよう。また，この調査では，漢字（漢字
の音）とそれ以外の要因との交互作用を無視した構造模型によって分析を行
った。この理由は，調査の目的が，「文脈の有無」「提出語彙の難易」「提出
語彙の表記のちがい」の三つの要因を吟味することにあったからであるが，
仮にそのような交互作用があったとしても，それは，単に，提出語彙によっ
て，「文脈の有無」と「提畠語彙の表記のちがい」の二つの三囲の効果が異
なるということを示しているにすぎないと思われたからでもある。この二つ
の要因については，さらに詳しく検討する必要があるだろう。たとえば，
「文脈の膚無」にしても，児童に：適切な文脈であるかどうかによって，結果
にかなりのちがいがでると思われる。また，「提出語彙の表記のちがい」に
しても，読むことを要求される漢字に組み合わされる漢字が，むずかしいか
やさしいかで，結果にちがいがでてくると思われる。
　〔注〕
1）　この読み書き調査は，つぎの三つの調査から成る。
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　①定着度講査
　　　小学校各学年配当漢字について，それぞれ配当学年の一年筋一二後・二孟縛後・
　　四年後の学隼の児童・生徒を対象に，音訓劉読み書き調査を行う。また，これ以
　　外の常月彗漢字の一一msについてもこれに準じて調査を行う。
　②到達度調i竃
　　　小学校各学年配当漢字について，それぞれ学校での学習の終了時点で音訓甥読
　　み書き調査を行う。
　③習得壁調査
　　　中1・高1各10名に対して，欝用漢字全数の音訓劉読み書き調査を行う。
二2）　たとえば，圃立国語研究所「高学年の読み書き能力」（秀英出版，1960年）や，福
　沢周亮「漢字の読字学習」（学燈祉，1976年）では，読みについて，同じ音訓でも提
　出語彙が異なると正讐率が異なるということを手三一している。讐に，後者では，提
　出語彙の熟知度と漢字の読みとの関係について，詳細な分析を行っている。
　　また，吉田章宏他「漢字の教授需学習」（東京大学教育学部紀要第14巻，1974年）
　では，書きのテストについて，「（A）文宇・読み・単語力：共通で，文章のみが異なる。
　⑧文字と読みが共通で，単語・訓解が異なる。（C）文字のみが共逓で，読み・単語・
　文章が異なる。」という三つの場合を検討し，（A）では正答率にほとんどちがいがない
　が，⑧，そして特に（C）でちがいが見られたということを捲濃している。
　　なお，本稿では，やや熟していないことばであるが，「書き取り」のことを「書き」
　ということにする。
：3）　この講査で「文脈」と呼ぶものは，「単語の前後につけたことば」のことを指して
　いる。
・4）　漢字のうしろに摺弧をつけて，撰：出した漢字の音訓を聾す。
．5）角変換は，tt　＝＝　sin－iV7（x：正答率）の式によって行った。ただし，ラジアンに
　よる。奥野忠一他「実験計画法」玉戸館，1967年，241ペーージを参照。
・6）κ漁ドμ＋α汁β汁γ汁δこ＋（αβ）宅’÷（βγ）ゴde＋（γα）畠汁（αβア）瀬＋鰍乙
　　（δ1：ブpaック効果）
　の構造模型による。響きの場合でも同様な溝造模型による。早薬毅「実験計画法の
　基礎」朝倉書店，1977年を参照。
17）　近藤良夫他「統計的方法百問百答」撲科技連，1967年，150ページを参照。
〔付記〕
　本稿は，田本読書学会第27回研究大会（昭和58年7月29日）において，村石i沼三と
連名で発表したものをまとめたものである。調査問題の作成，および児童の解答の正
誤判定に，雷門教育研究部の川又瑠璃子の助力を得た。また，調査の実施には言語教
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育研究部全員の助力を得た。なお，最後になったが，調査校から多大の協力を受げ
た。記して感謝する。
　本薪究は，昭和56年度文部省科学研究費補助金総合疑惑（B）r『常用漢宇の学習段階：
配当のための基礎的研究』にともなう研究計画の検討」（代表　林大），および紹和57層
年度文部省科学研究鋳補助金特定研究α）「常用漢字の学習殺階配当のための基礎的研
究」（代表村石川上）の一部として行ったものである。
〔調査校〕
秋田県秋田市立旭北小学校（校長：熊谷昌太郎）
　　　　同　　旭川小学校（校長：佐藤光）
　　　　同　　東小学校（校長：松本秋次）
埼玉県大宮市立西小学校（校ff　：関根健）
　　　　同　　大成小学校（校長：岡村敏郎）
　　　　岡　　宮原小学校（校長：須藤忠七）
奈良県香芝町立三和小学校（校長：山本輝一）
　同　i新庄町立薪庄小学校（二二：杉本恒寿）
　圃　当麻町立磐城小学校（校長二当麻林平）
〔調査闘題〕
　各漢字について，調査した漢字の読み，提出語彙（下線を引いて示した），
文脈を一覧する。実際の調査問題は，130　Ae　一ジと137ページに示した例のよ
うに作成した。
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